

















































2 月，受講者93名（ 3 年次生86名， 4 年次生 7
名，すべて女性。ほぼ全員が保育士および幼稚
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empathy と sympathy の違いについて，
Switankowsky は以下のように定義している。
empathy には，その置かれている状況を真剣































































































1 校時 オリエンテーション 導入─グループ分け
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という懇願がなされた。 1 校時に引き続き 2
度目のグループ分けとなる今回は，「現住所
（奈良県，大阪市内，大阪府下，他府県）」で
まず大きく分類し，その中で受講生達に自由
に選ばせるという手法を試みた。住所地が近
ければ，親近感が湧きやすく，新たな関係性
を構築しやすいのではという思慮からであっ
た。しかし，この方法は大きな誤算を伴って
おり，本年度の 3 年生には奈良県在住者が全
体の半数以上を占めており，結果的に奈良県
在住者の中での「仲良しグループ」に分かれ
ることとなった。グループワークにはいわゆ
るフリーライダー問題もあるが，これに加え，
数校時にわたって作業を行う場合，欠席者や
遅刻者の存在が問題となる。せっかくグルー
プに分けても，メンバーが作業時や発表時に
欠損していてグループ内の分担が作動しない
ことがままある。このように様々な課題を孕
むグループワークではあるが，学生達が自分
で考え，協同的自律的に行動することは，学
びを深める意味で，教師の講義を聞き，ノー
トを取るという従来型の授業と比べてその効
果が期待される。
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